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◎本書面における商標等の表記について 
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1. 現行サービス終了時期と代替サービス取扱開始時期 

 
 2021年 2022年 2023年 2024年～ 

外部環境の変化 

・ISDN回線の終了※1 

・全銀協のサポート終了※2 

(全銀ベーシック手順および全銀 TCP/IP手順） 

  

  

  

  

  

  

 

終
了
対
象 

サ
ー
ビ
ス 

現行  

 

 

 

 

   

 
データ伝送 

(直結方式) 

代
替
サ
ー
ビ
ス 

現行     

 
三井住友信託 

ビジネスダイレクト（伝送） 

新サービス     

 

データ伝送 

(AnserDATAPORT) 

  

データ伝送 

(全銀 VALUX) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
※１ INS ネット（ディジタル通信モード）終了につきましては、下記ホームページをご参照ください。 

（外部サイト）NTT 東日本をご利用のお客さま https://web116.jp/2024ikou 

NTT 西日本をご利用のお客さま https://www.ntt-west.co.jp/denwa/2024ikou 
 

※２ 一般社団法人全国銀行協会のサポート終了につきましては、下記ホームページをご参照ください。 

（外部サイト）一般社団法人全国銀行協会 https://www.zenginkyo.or.jp/news/2017/n8828 

 

≪ ご参考 当社のＥＢサービス ≫ 
2024 年 1 月以降のご利用継続の可否については以下の通りです。 

 

インターネットバンキング「三井住友信託ビジネスダイレクト」 引き続きご利用可能です。 
お客さまのパソコンと当社のコンピュータを、インターネット回線にて、NTT データが運営するＡＮＳＥＲセンタ
ー経由で接続し、次の各種サービスを法人のお客さま向け※に提供しております。 

ビジネスダイレクト（アンサー） 連絡・照会・振込振替 
ビジネスダイレクト（伝送） 振込・預金口座振替・取引情報照会 上図の代替サービスの一つです。 

※当社の本支店に、円貨の普通預金または当座預金を保有している法人（法人格のない団体、個人事業主を含み
ます。）のお客さま向けです。 

 

データ伝送サービス  現在ご提供中のサービスは終了します。切替お申込が必要です。  
お客さまのコンピュータと当社のコンピュータを、直接通信回線で接続（直結方式）してデータの送受信を行
い、振込・預金口座振替・照会等の各種サービスを提供しております。 
上図の代替サービスへ切替が必要です。なお、新規申込は受付を終了しました。 
 

アンサーサービス  SPC は終了します。切替お申込が必要です。※  
お客さまのパソコン等と当社のコンピュータを、NTT データが運営するＡＮＳＥＲセンター経由で接続し、照会、
振込・振替サービスを提供しております。 
データ伝送サービスと比較し大量のデータ授受には不向きですが、当日の振込等に対応しており、リアルタイ
ムなデータ授受が可能な点が特徴です。 
 
※ご利用機種のうち SPC は２０２３年１２月に終了します。切替お申込につきましては、別途ご案内いたします。 

  

 

 

2023年 12月末にて終了 

切替お申込期限 

2023年 3月末 

切替お申込期限 

2023年 3月末 

取
取扱開始 

 
2021年 

1
12月 
 
(予定) 

 

2023年 12月末にて当社のサービスご提供終了 

取扱中 

https://web116.jp/2024ikou
https://www.ntt-west.co.jp/denwa/2024ikou
https://www.zenginkyo.or.jp/news/2017/n8828
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≪ 終了対象サービスと代替サービスの特徴 ≫    

 

≪ 各サービスの接続概要図 ≫  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
          電話回線（公衆/ＩＳＤＮ） 

                インターネット回線 

               専用ネットワーク回線 

 

サービスの種類 

 

 

 

お客さまニーズ 

終了対象 

サービス 

代替サービス 

継続利用可能 

サービス 
新サービス 

データ伝送 

（直結方式） 

三井住友信託 

ビジネスダイレクト

（伝送） 

データ伝送 

（AnserDATAPORT） 

データ伝送 

（全銀 VALUX） 

リアルタイムな預金取引情報取得 〇 〇 ◎ ◎ 

大量かつ定期的な振込・口座振替事務の省

力化 
◎ ◎ ◎ ◎ 

振込・口座振替サービスでの FAX 送信の省

力化 
 ◎ ◎  

複数金融機関での利用 ◎  ◎ ◎ 

ホストコンピュータでの処理 ◎  ◎ 〇 

パソコンでの処理 ◎ ◎ 〇 ◎ 

インターネット回線での接続  ◎  ◎ 

◎：最適  ○：適  ブランク：不適 

お客さま 
 
 
 
 

 

 

 

三
井
住
友
信
託
銀
行 

《データ伝送（AnserDATAPORT）》 2021 年 12 月提供予定 
 

《ビジネスダイレクト（伝送）》 現在提供中 継続利用可能 

ANSER センター パソコン 

 
 
 
 

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
 
 
 
 

パソコン 《データ伝送（全銀 VALUX）》 2021 年 12 月提供予定 

 

AnserDATAPORT 
Connecure 回線(閉域網) 

または 

LG-WAN(閉域網)/ｐufure 

 

VALUX センター 
Web ブラウザ/BizHawkEye 

代
替
サ
ー
ビ
ス 

ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
 
 

パソコン 

 

《データ伝送(直結方式)》 2023 年 12 月末提供終了 
全銀ベーシック・全銀 TCP/IP 

終
了
対
象
サ
ー
ビ
ス 

VALUX 用ソフト 

HawkEye 
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2. 代替サービスのご説明 

 

（1） 三井住友信託ビジネスダイレクト（伝送） 

① ご利用環境 

機器類 対象 OS 対象ブラウザ 回線 

パソコン ※１ 

Windows8.1 
Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Explorer11 

インターネット回線 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ ※２ 

Windows10 

Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Explorer11 

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ ※２ 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ ※２ 

※１ Windows8.1 以降につきましては、デスクトップモードのみを動作確認対象とさせていただきます。 

※２ 電子証明書の発行（インストール）はできません。三井住友信託ビジネスダイレクトは電子証明書が
発行済みの端末でのみ利用できます。電子証明書の発行は Internet Explorer をご利用ください。 

 
② サービス種類 
A) 取引情報照会 （ご利用時間 平日 ９：００ ～ １９：００） 

サービスメニュー サービス内容   

振込入金照会 普通預金・当座預金の振込入金の照会 

入出金取引明細照会 普通預金・当座預金の入出金明細の照会 
 

B) 資金移動 （ご利用時間 平日 ９：００ ～ １９：００） 
サービスメニュー データ受付時限  

総合振込 振込指定日の２営業日前１６：５０まで 

給与（賞与）振込 振込指定日の４営業日前１６：５０まで 

預金口座振替 
（依頼明細/処理結果明細） 

依頼明細    ： 振替指定日の４営業日前１６：５０まで 
処理結果明細 ： 振替指定日の１営業日後 ９：００以降 

 
 
＜資金移動補足＞ 
・ データの伝送日時は事前に申込書により当社へ届出いただく必要がございます。 
・ １回で送信いただける上限件数は 3,000 件です。 
・ 2022 年 2 月以降、上限は廃止予定です。ただし、1 万件以上になる場合は、受付時限等について 

お取引店宛、別途ご相談ください。    
C) その他のサービスメニュー 

サービスメニュー サービス内容 

金融ＥＤＩ情報 
振込データに付加されたＥＤＩ情報（全銀協標準マッチングキー方式）の照会 
（普通預金もしくは当座預金の入出金取引明細照会もしくは振込入金照会により 
情報を提供） 

全銀ＥＤＩシステム 
（ＺＥＤＩ） 

ＸＭＬ形式※の電文にて総合振込を行うことにより、支払企業・受取企業間で、 
請求書番号など商取引等に関する多様な情報をＥＤＩ情報として授受が可能 
※電文の長さ等を柔軟に設計・変更可能な電文形式 
（普通預金もしくは当座預金の入出金取引明細照会もしくは振込入金照会により 
情報を提供） 

 

  



6 

 

③ 切替の流れとお申込～ご利用開始までの想定所要期間 

（既存サービスにつきすぐにお申込が可能です）  

 

◎接続テストは不要です。 

 

  

お客さま 三井住友信託銀行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
データ伝送切替のご案内発送 本案内 

導入決定後お取引店へ連絡 

切替時期調整 
申込書記載 

申込書受領 

お申込連絡受け 

システム登録 

申込書提出 

ご利用開始 

受領後/初期設定 
マスターユーザ登録 

管理者ユーザ、一般ユーザ登録 
 

トークン・開始案内発送 

振込先登録データ作成等 

【利用者登録コード 
認証を利用する場合】 

発行依頼 

受領後 
利用者ログイン 

切替時期調整 
必要書類お渡し 

利用者登録コード発行 

利用者登録コード案内発送 

約
1.5 
か 
月 
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（2） データ伝送（AnserDATAPORT）  

 

≪ 主にホストコンピュータご利用企業団体のお客さま ≫  
 
お客さまのコンピュータと当社のコンピュータを、NTT データの閉域網 Connecure にて AnserDATAPORT（以
下 ADP）に接続し、安全なデータの送受信を行います。 
 
ADP とは NTT データが提供するファームバンキングサービスです。 
お客さまが送信された金融機関向けデータの受付とチェックを実施し、FAX に代わる照合データの確認機能
を追加することも可能です。照合済データを ADP は各契約済金融機関へ専用ネットワークにより送信します。 
取引情報照会の明細データも各契約金融機関から ADP にデータ連携した情報をお客さまが ADP に接続し
た際に受信していただく形態をとっております。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

① ご利用環境 

機器類 回線 

ホスト/サーバ等※１ Connecure 回線※２ 

※１ 対象機種やＯＳ等は、ご利用通信製品により異なります。通信製品導入ベンダーへご確認ください。 
※２ Connecure 回線のご準備が必要となります。NTT データへお申込が必要なサービスです。  

新規ご利用時には現地調査や設備設置などにお時間が必要なようですので、お早めに設置時期についてご確
認ください。すでに他行向けに設置済みの場合でも共用するための変更が発生する場合もございます。 
準備費用や月額利用料金等は NTT データへご確認ください。 
（当社へお支払いいただきます契約料、基本手数料等に、Connecure の料金は含まれておりません。） 
（外部サイト）NTT データ   ホームページ : http://nws.jp.nttdata.com/connecure/  
 
当社への接続に対応した「通信製品」が必要な場合は、こちらをご確認ください。 
（外部サイト）NTT データ ホームページ : https://www.adp.ne.jp/vendor.html 
 
「通信製品」の購入条件は販売会社ごとに異なります。 
一部の販売会社をご紹介することも可能です。ご検討される場合はお取引店へお申し出ください。 

  

暗号化 
(IPsec) 

伝送 
データ 

ホスト 
コンピュータ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三井住友信託銀行 

  

(閉域 IP網) 

全銀 
TCP/IP 
広域 IP 網 

照合 
データ 

お客さま 

最大 1Mbps (※) 

※選択する回線種別により変動します。 

照合データ送信と FAX による連絡のいずれかを選択します。 

伝送 
データ 

http://nws.jp.nttdata.com/connecure/
https://www.adp.ne.jp/vendor.html
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② サービス種類 
A) 取引情報照会 （ご利用時間 平日 ８:００ ～ ２０：００※３） 

サービスメニュー サービス内容  

振込入金照会 普通預金・当座預金の振込入金の照会 

入出金取引明細照会 普通預金・当座預金・通知預金・定期預金の入出金明細の照会 

残高通知(預金)※１ 普通預金・当座預金・通知預金・定期預金の前営業日の口座残高の照会 
 
B) 資金移動 （ご利用時間 平日 ８：００ ～ １９：００※３） 

サービスメニュー データ受付時限   

総合振込 振込指定日の２営業日前１７：００まで 

給与（賞与）振込 振込指定日の４営業日前１７：００まで 

預金口座振替※２ 
（依頼明細/処理結果明細） 

依頼明細    ： 振替指定日の４営業日前１７：００まで 
処理結果明細 ： 振替指定日の１営業日後 ９：００以降 

 
※１ 残高通知（預金）       平日９：００ ～ ２０：００ 
※２ 口座振替処理結果明細 平日９：００ ～ １９：００ 
※３ 当社へのお問合せ（エラー発生時等）は、お取引店へ ９：００ ～ １７：００ の間にお願いいたします。  
＜資金移動補足＞ 
・ データの伝送日時は事前に申込書により当社へ届出いただく必要がございます。 
・ データ量が 1 万件以上になる場合は、受付時限等についてお取引店宛、別途ご相談ください。 
・ 送信後、ADP の照合データ機能（※４）をご利用いただくか、データ伝送と同時に、合計件数・金額等を FAX 等

所定の方法で当社宛ご連絡いただく必要がございます。 
  
※４ 照合データ機能のご利用を希望されるお客さまへのご案内 

 

FAX による合計件数・合計金額等のご連絡は不要です。 

お申込時に照合データ機能利用「あり」を選択してください。 

ただし、一部の契約内容によっては照合データ機能を選択いただけない場合がございます。 

ご利用の可否については、お申込手続き時に確認させていただきます。 

 

照合データ機能の種類と時限 

・データ照合依頼・・・総合振込/給与振込/預金口座振替（依頼明細）各データ受付時限まで 
・データ取消依頼・・・各ご依頼データ送信後からデータ照合依頼送信まで 
・受付データ照会・・・ご利用時間内 

 

データ照合依頼の送信前であれば、データ取消依頼を送信して送信済み依頼データの取消が可能です。 

データ照合依頼の送信後は、データ取消依頼による依頼データの取消は出来ません。 

受付データ照会により、未照合や照合済のデータを受信して依頼内容の状況確認が可能です。 

 
照合データ機能は、下記レイアウトに沿ったデータ照合依頼（もしくは取消依頼）の作成が必要です。 
➢レコード長/レコード形式は 120 バイト固定長レコードにしてください。 
➢レコード構成は下記の通りの並びにしてください。 
 
 
➢依頼データ 1 ファイルに対し、1 ファイル作成してください。 
➢対応するデータの 1 サブファイルに対し、データ照合依頼（もしくは取消依頼）のデータレコードを 

1 件作成してください。 
➢受付データ照会のヘッダレコードは、「依頼データの伝送日時+依頼データの伝送サイクルコード」単位に 

作成されます。また、データレコードは、「伝送サイクルコード内のサブファイル」単位に作成されます。 
 

レコードフォーマットの詳細は、本紙巻末の「【付録】 AnserDATAPORT 対応データレイアウト」をご参照ください。 

 
   

C) その他のサービスメニュー（全銀 EDI システム「ZEDI」は利用不可） 

サービスメニュー サービス内容 

金融ＥＤＩ情報 
振込データに付加されたＥＤＩ情報（全銀協標準マッチングキー方式）の照会 
（普通預金もしくは当座預金の入出金取引明細照会もしくは振込入金照会により 
情報を提供） 

 

  

ヘッダ データ ・・・・・ データ トレーラ エンド 
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③ 切替の流れとお申込～ご利用開始までの想定所要期間 

（2021 年 12 月ご提供開始予定） 

※ 他行相乗り等 Connecure 敷設済の場合は、設定変更が発生するケースがありますが、現地調査や敷設の期

間は短縮されます。所要期間や設定についての詳細は、NTT データへご確認下さい。 

（上記フローでは、必要書類受領後 EB 利用申込提出からお進みください） 

 

◎資金移動サービスをご利用の場合、接続テストが必要です。 

NTTデータ お客さま 三井住友信託銀行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

導入決定後お取引店へ連絡 

申込受領 

現地調査 

結果報告 結果報告受領 

接続テスト 

ご利用開始 

データ伝送切替のご案内発送 本案内 

EB利用申込書提出 

システム開発 
および 

運用検討 

回線敷設 
疎通試験 

申込書受領 
テスト日程加入者登録 
（ADP センターへ） 

接続情報設定 

環境整備依頼 

【他行接続済みの場合】※ 

設定変更申込 

・金融機関 IP アドレス 
・企業側 NW情報 

完了通知受領 

・データ照合依頼の作成 
・運用検討 

企業側 IP アドレス 

切替時期調整/必要書類お渡し 
（ベンダーご紹介） 

お申込連絡受け 
（ベンダーご紹介要望受付） 

必要書類受領/切替時期調整
Connecure 申込 

企業ホストへの 
伝送制御情報の登録等 

約 
3 
か 
月 

1.5 ヶ月 

1.5 ヶ月 

NTT データによる目安
の期間です。 

Connecure 申込に必要な金融機関
側の情報はお渡しする書類に記載し
ています。 

NTT データによる目安
の期間です。 
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④ ご利用に際しての準備事項と内容 
フェーズ 項目 対応内容 

導入準備、 

申込 

Connecure 申込 

環境整備依頼 
 
【他行接続済みの場

合】設定変更申込 

・NTT データへ Connecure の利用申込を提出いただきます。 

・NTT データより、企業側 IP アドレスの通知を受けます。 

・他行相乗りなどにより Connecure 敷設済みの場合も設定が必要な場合があります。 

（NAT※ありの設定の場合など） 

EB 利用申込 ・EB 利用申込書をお取引店から受領し、ご記入後提出していただきます。 

・当社の EB サービスの利用に必要な情報（センター確認コード・IP アドレス等）は、 

申込書から確認してください。 

システム開発および 

運用検討 

・照合データ機能の利用やファイル伝送エラーや受付チェックエラー時の対応等含

め、お客さま内の運用フローについて検討ください。 

回線準備、 

環境構築 

回線敷設 

回線疎通試験 

・NTT データによる回線敷設工事の立ち合いや、ルータ設置後の結線等の対応をお

願いします。 

・回線工事、疎通試験完了後、NTT データより完了通知を受けます。 

データ照合依頼の作成 

（システム開発および 

運用検討） 

・データ照合機能ご利用の場合は、送信した依頼データに対応するデータ照合依頼

を作成し、ADP へ送信する仕組みを構築いただきます。 

環境整備依頼 ・全銀 TCP/IP 手順・広域 IP 網によるデータ伝送基盤を構築いただきます。 

・当社とのデータ伝送のために必要な伝送制御情報をお客さまの環境に設定いただ

きます。 

テスト 接続テスト 
・企業センターとのネットワーク機器の相性や、ファイルレイアウトの正当性確認を目

的とし、接続テストを実施していただきます。 

・資金移動ご契約の場合はご利用開始前に必ずテストの実施が必要です。 

・データ照合機能ご希望の場合は照合データの伝送テストも必要です。 

・テストの実施にあたっては事前に当社と日程を調整の上、テスト申込書の提出が必

要です。 

・口座振替の結果については固定サンプルデータを受信いただくテストになります。

サンプルデータは送信テストの依頼内容とは連携しておりません。 

・取引情報照会の受信テストはできません。ご希望があればサンプルデータをご提供

いたします。 

 

※ NAT(Netｗｏｒｋ Address Translation)は IP アドレスを変換する技術のこと。 

お客さま社内の IP アドレスとグローバル IP アドレスの変換が必要な場合があります。 

詳細は NTT データにご確認ください。 
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≪ pufure をご利用の自治体のお客さま ≫ 

 
AnserDATAPORT（以下 ADP）は全国の自治体さまが導入済みの LGWAN を活用することで、自治体さまと金
融機関間を安全かつ高速に伝送することが可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

① ご利用環境 

機器類 回線 

LGWAN 接続機器※１ LGWAN※２ 

※１ 機器やブラウザの対応については NTT データへご確認ください。 
※２ LGWAN 環境からの ADP のご利用については pufure※３（LGWAN-ASP）のご準備が必要となります。  
   詳細は NTT データへお問い合わせください。 

（外部サイト）NTT データ   ホームページ : https://www.adp.ne.jp/pufure 
※３ pufure はインターネットエクスプローラから利用いただきますので専用ソフトの導入は不要です。 

システムや操作の詳細については NTT データへご確認をお願いいたします。 
pufure ご利用の場合は照合データの送信が必要です。詳細は本書面 8 ページ※４ をご覧ください。 

 

  

三井住友信託銀行 

LGWAN-ASP 
(LGWAN 接続サービス) 

振込業務(歳出) 
口振業務(歳入) 

 

ADP 

センター 

※１．伝送ファイルは利用金融機関単位で作成いただき、利用金融機関毎に伝送いただきます。 
※２．LGWAN：J-LIS（地方公共団体情報システム機構）により提供されている自治体向け閉域ネットワークを指します。 

※３．pufure : NTT データが自治体さま向けに提供する、AnserDATAPORT と連携し、金融機関との間で口座振替等のデータ交換を行
う「データ伝送中継サービス」です。照合データ送信により FAX連絡が不要になります。 

LGWAN※2 

□□県市町村 

伝送 
ファイル※1 

pufure※3 

通信経路の暗号化 
（END to ENDの暗号化による安全な伝送を実現） 

https://www.adp.ne.jp/pufure
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② サービス種類 
A) 取引情報照会 （ご利用時間 平日 ８:００ ～ ２０：００※３） 

サービスメニュー サービス内容  

振込入金照会 普通預金・当座預金の振込入金の照会 

入出金取引明細照会 普通預金・当座預金・通知預金・定期預金の入出金明細の照会 

残高通知(預金)※１ 普通預金・当座預金・通知預金・定期預金の前営業日の口座残高の照会 
 
B) 資金移動 （ご利用時間 平日 ８：００ ～ １９：００※３） 

サービスメニュー データ受付時限   

総合振込 振込指定日の２営業日前１７：００まで 

給与（賞与）振込 振込指定日の４営業日前１７：００まで 

預金口座振替※２ 
（依頼明細/処理結果明細） 

依頼明細    ： 振替指定日の４営業日前１７：００まで 
処理結果明細 ： 振替指定日の１営業日後 ９：００以降 

 
※１ 残高通知（預金）       平日９：００ ～ ２０：００ 
※２ 口座振替処理結果明細 平日９：００ ～ １９：００ 
※３ 当社へのお問合せ（エラー発生時等）は、お取引店へ ９：００ ～ １７：００ の間にお願いいたします。  
＜資金移動補足＞ 
・ データの伝送日時は事前に申込書により当社へ届出いただく必要がございます。 
・ データ量が 1 万件以上になる場合は、受付時限等についてお取引店宛、別途ご相談ください。 
・ 送信後、ADP の照合データ機能（※４）をご利用いただくか、データ伝送と同時に、合計件数・金額等を FAX 等

所定の方法で当社宛ご連絡いただく必要がございます。   
※４照合データ機能のご利用を希望されるお客さまへのご案内 
 

 本案内８ページ※４ をご参照ください。 

  
C) その他のサービスメニュー（全銀 EDI システム「ZEDI」は利用不可） 
サービスメニュー サービス内容 

金融ＥＤＩ情報 
振込データに付加されたＥＤＩ情報（全銀協標準マッチングキー方式）の照会 
（普通預金もしくは当座預金の入出金取引明細照会もしくは振込入金照会により 
情報を提供） 
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③ 切替の流れとお申込～ご利用開始までの想定所要期間 

（2021 年 12 月ご提供開始予定） 

※ すでに他の金融機関と pufure による利用されている場合は、上記フローの EB 利用申込書提出からお進み

ください。 

 
◎資金移動サービスご利用の場合、接続テストが必要です。 
 

 

NTT データ お客さま 三井住友信託銀行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

EB 利用申込書提出※ 

環境準備 
習熟環境利用 

「導入のご案内」送付 

pufure 申込受領 
承り書送付 

データ伝送切替のご案内発送本案内 

接続情報登録 
（接続試験用） 

接続情報登録 
（商用） 

ご利用開始 

お申込連絡受け 

・pufure 操作の確認 
・審査要否/グループ構成の検討 

申込様式 
利用開始可能日のご案内 

サービス開始準備 

団体情報登録（商用） 
接続情報登録（商用） 

pufure 利用申込書提出 
承り書受領 

pufure 利用開始日の調整連絡 

団体情報登録（接続試験用） 
接続情報登録（接続試験用） 

お申込前にNTTデータへご連絡
をお願い致します。 
自治体さまからの申込が集中した
場合、利用開始日の調整があり
ます。 

導入決定後お取引店へ連絡 

切替時期調整 
必要書類お渡し 

必要書類受領 
切り替え時期調整 

接続テスト 

申込書受領 

テスト日程加入者登録 

（ADP センターへ） 

「団体情報登録」等を入力いた
だく際に必要な情報となります。 

約 
3 
か 
月 
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④ ご利用に際しての準備事項と内容 
フェーズ 項目 対応内容 

導入準備 

申込 

EB 利用申込 ・EB 利用申込書をお取引店から受領し、ご記入後提出していただきます。 

・当社の EB サービスの利用に必要な情報（センター確認コード・IP アドレス等）は、 

申込書から確認してください。 

Pufure 利用申込 ・pufure への利用申込を NTT データ pufure へ提出いただきます。 

（利用開始希望日、接続する金融機関名、取扱いファイル、連絡先の提出など） 

・NTT データから、送付される各種ドキュメント（pufure 端末を利用いただくための仕

様書等）をお受け取りください。 

詳細検討 

設定情報 

提示  

環境整備 ・現状の運用体制・フロー等をもとに、審査の要否やグループ構成、権限の付与等、

pufure 導入後の運用方法等を検討／決定していただきます。 

習熟環境利用 ・pufure の操作習熟環境を利用し、各種操作の確認等を行います。 

データは金融機関へは送信されませんが、疑似的に金融機関へ送信したように動

作します。 

・操作習熟環境は、導入期間中は自由にご利用いただくことが可能です。 

設定情報の登録 

（試験用・商用） 

・団体情報登録と接続情報登録を NTT データにご確認の上実施してください。 

・NTT データでは入力された情報に基づき pufure 側の環境設定を行います。 

テスト 接続テスト ・pufure とのネットワーク機器の相性や、ファイルレイアウトの正当性確認を目的とし、

接続テストを実施します。 

・資金移動ご契約の場合はご利用開始前に必ずテストの実施が必要です。 

・データ照合機能ご希望の場合は照合データの伝送テストも必要です。 

・テストの実施にあたっては事前に当社と日程を調整の上、テスト申込書の提出が必

要です。 

・口座振替の結果については固定サンプルデータを受信いただくテストです。 

サンプルデータは送信テストの依頼内容とは連携しておりません。 

・取引情報照会の受信テストはできません。ご希望があればサンプルデータをご提供

いたします。 

 

◎pufure のお手続きや設定所要時間等は NTT データへご確認をお願いいたします。 
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（3） データ伝送（全銀 VALUX） 

 

≪ パソコンで EB ソフトをご利用のお客さま ≫ 
お客さまのパソコンと当社のコンピュータを、インターネット回線にて、NTT データが運営している VALUX セ
ンター経由で接続し、データの送受信を行います。 
VALUX での伝送には※１※２で記載のとおり２つの方法があります。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 

※１ パソコンへ VALUX 対応ソフトウェアをインストールし、インターネット経由で VALUX センターへ接続して 
データを送受信していただく方法 

・お持ちの VALUX 通信対応ソフトウェアをご利用される場合はソフトへ当社接続設定が必要です。 
（すでにお持ちのソフトで相乗り可能かは、提供元へご確認ください。） 

・非対応もしくは対応ソフトをお持ちでない場合は、取り扱いベンダーのご紹介が可能ですので、ご紹介が必要な
場合はお取引店へお申し出ください。 

 
※２ BizHawkEye を利用し、パソコンのブラウザからインターネット経由で VALUX センターに接続してデータを 

送受信していただく方法 
「BizHawkEye」は、クラウド型のソフトです。利用される場合は、「BizHawkEye」ご利用契約が必要です。 
サービス提供元の NTT データへお申込ください。 
（外部サイト）BizHawkEye ホームページ : https://www.bizhawkeye.ne.jp 

 
 

① ご利用環境 

機器類 回線 VALUX 接続認証※２ 

パソコン※１ インターネット回線 VALUX 接続 ID 
 
※１ 対象ＯＳやブラウザは、ソフト提供ベンダーまたは NTT データの BizHawkEye ホームページよりご確認 

ください。 
（外部サイト）BizHawkEye ホームページ : https://www.bizhawkeye.ne.jp 
 

※２ VALUX のご利用については VALUX 接続 ID のご準備が必要となります。 
VALUX 接続 ID のご準備やお手続きについては NTT データへご確認の上お申込ください。 

 
すでにホームユース(ANSER-HT（VALUX）)契約などをご利用で接続 ID をお持ちの場合でも、 
「全銀ファイル伝送（VALUX）コンテンツ」の利用申込が必要となります。 
（外部サイト）NTT データ   ホームページ : https://valux.ne.jp 
 
VALUX 通信環境に関する準備費用や月額利用料金等は NTT データにご確認ください。 
（当社へお支払いいただきます契約料、基本手数料等に、上記料金は含まれておりません。）  

  

FAX による件数金額のご連絡 

パソコン 

   三井住友信託銀行 

電子証明書 

※１ VALUX 
通信対応 
ソフトご利用 

伝送 
データ 

お客さま 

金融機関 
ホスト 

インターネット 
暗号化通信 

※２ 

https://www.bizhawkeye.ne.jp/
https://www.bizhawkeye.ne.jp/
https://valux.ne.jp/
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② サービス種類 
A) 取引情報照会  （ご利用時間 平日 ８：００ ～ １９：００※３） 

サービスメニュー サービス内容   

振込入金照会 普通預金・当座預金の振込入金の照会 

入出金取引明細照会 普通預金・当座預金・通知預金・定期預金の入出金明細の照会 

残高通知（預金）※１ 普通預金・当座預金・通知預金・定期預金の前営業日の口座残高の照会 
 
B) 資金移動 （ご利用時間 平日 ８：００ ～ １９：００※３） 

サービスメニュー データ受付時限   

総合振込 振込指定日の２営業日前１７：００まで 

給与（賞与）振込 振込指定日の４営業日前１７：００まで 

預金口座振替※２ 
（依頼明細/処理結果明細） 

依頼明細    ： 振替指定日の４営業日前１７：００まで 
処理結果明細 ： 振替指定日の１営業日後 ９：００以降 

 
※１ 残高通知（預金）       平日９：００ ～ １９：００ 
※２ 口座振替処理結果明細 平日９：００ ～ １９：００ 
※３ 当社へのお問合せ（エラー発生時等）は、お取引店へ ９：００ ～ １７：００ の間にお願いいたします。  
＜資金移動補足＞ 
・ データの伝送日時は事前に申込書により当社へ届出いただく必要がございます。 
・ データ量が 1 万件以上になる場合は、受付時限等についてお取引店宛、別途ご相談ください。 
・ データ伝送と同時に、合計件数・金額等を FAX 等所定の方法で当社宛ご連絡いただく必要がございます。   

C) その他のサービスメニュー（全銀 EDI システム「ZEDI」利用不可） 

サービスメニュー サービス内容 

金融ＥＤＩ情報 
振込データに付加されたＥＤＩ情報（全銀協標準マッチングキー方式）の照会 
（普通預金もしくは当座預金の入出金取引明細照会もしくは振込入金照会により 
情報を提供） 
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③ 切替の流れとお申込～ご利用開始までの想定所要期間 
（2021 年 12 月ご提供開始予定） 

 

◎資金移動サービスご利用の場合、接続テストが必要です。 
  

NTT データ お客さま 三井住友信託銀行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

  

 

導入決定後お取引店へ連絡 

VALUX全銀ファイル伝送利用申込 

（BizHawkEye利用申込） 
申込受付 

接続 ID伝送コンテンツ利用可 

通知 

（BizHawkEye はトークン発送） 

接続 ID受領 

（BizHawkEye はトークン受領） 

接続テスト 

ご利用開始 

データ伝送切替のご案内発送 本案内  

（接続 ID を記載） 

EB利用申込書提出 

申込書受領 

テスト日程加入者登録 

電子証明書発行 電子証明書取得 

お申込連絡受け 
（必要な場合ベンダーご紹介） 

必要書類受領/切替時期調整 切替時期調整/必要書類お渡し 

通信送受信情報設定/テスト日調整 

約 
3 
か 
月 
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④ ご利用に際しての準備事項と内容 
フェーズ 項目 対応内容 

導入準備、 

申込 

VALUX 全銀ファイル

伝送利用申込 

・NTT データへ VALUX 接続 ID と全銀ファイル伝送コンテンツの利用申込を提出い

ただきます。 

接続 ID 受領 
（BizHawkEye はトーク
ン受領）  

・NTT データより接続 ID とコンテンツ利用許諾を受けます。 

必要な場合はトークンも発送されます。 

ソフトウェア 

 

BizHawkEye 利用申込 

・ソフトウェアをお持ちでない方はご購入ください。（取扱いベンダーのご紹介が可能

です。） 

・BizHawkEye をご希望の場合は NTT データへお申込をしてください。 

EB 利用申込書提出 
・EB 利用申込書を当社に提出いただきます。（接続 ID 取得後お申込が可能です。） 

・当社の EB サービスの利用に必要な情報（センター確認コード等）は、申込書から 

確認してください。 

環境構築 ソフトウェアのインスト

ール 

電子証明書取得 

・VALUX 対応ソフトウェアのインストールや、利用パソコンへの電子証明書取得等の

対応をお願いします。 

・BizHawkEye を申込の場合は、電子証明書取得やユーザー登録、トークン設定など

の対応をお願いします。 

通信送受信情報設定 ・全銀 TCP/IP 手順・広域 IP 網によるデータ送受信の設定が必要です。 

・当社とのデータ送受信のために必要な伝送制御情報をお客さまの環境に設定いた

だきます。 

テスト 接続テスト ・企業センターとのネットワーク機器の相性や、ファイルレイアウトの正当性確認を目

的とし、接続テストを実施します。 

・資金移動ご契約の場合はご利用開始前に必ずテストの実施が必要です。 

・テストの実施にあたっては事前に当社と日程を調整の上、テスト申込書の提出が必

要です。 

・テストでは口座振替結果は受信での確認ができません。 

・口座振替結果はご要望があれば、固定のサンプル結果を TXT ファイル形式にして

メールなどでお送りいたします。 

・サンプル結果データは送信テストの依頼内容とは連携しておりません。 

・取引情報照会のテストはできません。ご希望があればサンプルデータをご提供いた

します。 

 

◎VALUX のお手続きは、NTT データの VALUX センターへご確認ください。 

◎BizHawkEye のお手続きや設定操作は、NTT データの BizHawkEye ホームページなどからご確認ください。 
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3. その他ご留意事項 
 
（1） 接続エラー 

・通信エラーが表示された場合は当社まで通信ができていないことになります。 
ソフトウェア・通信製品パッケージのご提供元へエラー内容のご確認をお願いします。 

 

 

（2） ご利用申込関連 
・振込・預金口座振替において、現行のデータ伝送サービスと一時的にでも併用される場合、新規契約に
なりますので委託者コードを新たに採番いたします。 
預金口座振替では、引落口座へ読替対応が必要ですので、読替用リスト等のご提出をお願いする場合が
あります。 
併用をご希望の場合は、お申込前に必ずご相談ください。 
また、併用される期間によっては、現行と新サービス両方の基本手数料が発生いたします。 
 

・切替お申込時にはご希望される適用開始日についての日程調整もお願いいたします。 
    

・ご利用頻度が多いお客さまの切替日程はご利用予定日の確認と合わせて調整させていただきます。 
 
・申込状況により切替時期は調整させていただく場合があります。 
お申込期限は 2023 年 3 月末日です。期限間近にはお申込が多数になることも予想されます。 
多数のお申込をいただいた場合は、順次対応させていただくことになりますので、切替のご希望日程にそ
えないことが発生する恐れもございます。あらかじめご了承ください。 

 

（3） 基本手数料引き落としのお知らせ 
・「伝送手数料引き落とし済のお知らせ」に表示される取引情報照会の件数について、現在表示されてい 
るお客さまは「０件」もしくは「*件」と表示されます。 

 

（4） その他 
・本書面に記載の情報は 2021 年 8 月現在の情報をもとに作成しております。今後変更となる可能性もご 
ざいますのでご了承ください。  
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4. ご利用手数料 （消費税込み） 

（1） 契約料 
初回契約時にお支払いいただきます。伝送契約 1 契約※あたりの料金です。 

※預金口座振替・振込等のサービスメニューが複数でも、本手数料では 1 契約とみなします。なお、データ伝送（AnserDATAPORT）・デ

ータ伝送（全銀 VALUX）では、お客さまの伝送環境（センター確認コード等）が複数となる場合は、原則別契約とみなします。 
 
 
 
 

（2） 基本手数料（月額） 
伝送契約 1 契約※あたりの料金です。 

※預金口座振替・振込等のサービスメニューが複数でも、本手数料では 1 契約とみなします。なお、データ伝送（AnserDATAPORT）・デ

ータ伝送（全銀 VALUX）では、お客さまの伝送環境（センター確認コード等）が複数となる場合は、原則別契約とみなします。 
預金口座振替の場合、資金移動と照会（依頼と結果）の合算額となります。  

資金移動 照会 

預金口座振替（依頼）、総合・給与・賞与振込 預金口座振替（結果）、取引情報照会 

ビジネスダイレクト(伝送)  ５,５００円 １１,０００円 
データ伝送(AnserDATAPORT)※ ４４,０００円 ４４,０００円 
データ伝送(全銀 VALUX)※ ３３,０００円 ３３,０００円 

※お切替のお客さまに限り、上記料金が適用となりますのは 2024 年 1 月ご利用分からです。 

お切替時から 2023 年 12 月ご利用分までは、現行サービスと同額のままご利用いただけます。 
 

＜基本手数料お支払対象期間＞ 現行サービスと同じ。 

総合・給与・賞与振込 利用開始日が属する月～最後の振込指定日が属する月の前月分まで 

預金口座振替 利用開始日が属する月～最後の振替結果データ取得日が属する月の前月分まで 

取引情報照会 利用開始日が属する月～最後のデータ照会日が属する月の前月分まで 

最後の振込指定日、振替結果データ取得日、データ照会日が属する月の基本手数料は、いただきません。 

（3） 振込手数料 （総合振込） 
ビジネスダイレクト（伝送）・データ伝送（AnserDATAPORT）・データ伝送（全銀 VALUX） 共通 

1 件あたり 当社同一本支店宛て 当社本支店宛て 他行宛て 

１万円未満 無 料 １１０円 ３３０円 

３万円未満 無 料 １１０円 ４４０円 

３万円以上 無 料 ２２０円 ５５０円 
 

（4） 振込手数料 （給与・賞与振込） 
ビジネスダイレクト（伝送） 

 
 

 

 
 

データ伝送（AnserDATAPORT）・データ伝送（全銀 VALUX） 共通 ※ 
1 件あたり 当社同一本支店宛て 当社本支店宛て 他行宛て 

１万円未満 無 料 無 料 ２２０円 

３万円未満 無 料 無 料 ２２０円 

３万円以上 無 料 無 料 ２２０円 

※お切替のお客さまに限り、上記料金が適用となりますのは 2024 年 1 月ご利用分からです。 

お切替時から 2023 年 12 月ご利用分までは、現行サービスと同額のままご利用いただけます。  
（5） 預金口座振替手数料 

１件あたり。預金口座振替の依頼件数に対してお支払いただきます。 

ビジネスダイレクト(伝送) お取引店と金額についてご相談の上、個別に設定 

データ伝送(AnserDATAPORT)※ １１０円 

データ伝送(全銀 VALUX)※ １１０円 

※お切替のお客さまに限り、上記料金が適用となりますのは 2024 年 1 月ご利用分からです。 

お切替後から 2023 年 12 月ご利用分までは、現行サービスと同額のままご利用いただけます。 
 

（6） ビジネスダイレクト トークン追加発行手数料 
１個あたり ２,２００円 

◎VALUX 資金移動や BizHawkEye 資金移動契約の場合もトークンが必要になりますが、ビジネスダイレクト用とは異なります。

ビジネスダイレクト(伝送) 無料 

データ伝送（AnserDATAPORT） ３３０,０００円 

データ伝送（全銀 VALUX） １１０,０００円 

1 件あたり 当社同一本支店宛て 当社本支店宛て 他行宛て 

１万円未満 無 料 無 料 ５５円 

３万円未満 無 料 無 料 ５５円 

３万円以上 無 料 無 料 ５５円 
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5. 現行サービスと代替サービスの主な差異内容  
 

現行のデータ伝送サービスと代替のデータ伝送サービス(AnserDATAPORT/全銀 VALUX)との主な差異内容についてご案内いたします。 
   

対象となる 
サービスメニュー 

差異項目 

現行 代替の新サービス 

データ伝送サービス データ伝送サービス 
(AnserDATAPORT) 

データ伝送サービス 
(全銀 VALUX) 

全サービス共通 データ圧縮有無 
どちらでも対応可能  
 
◎お申込によって圧縮有無どちらかを指定 

【総合振込、給与(賞与)振込、 
預金口座振替（依頼明細、処理結果明細）】 

データ圧縮「あり」のみ対応可能 
 
【入出金取引明細、振込入金通知、残高通知（預金）】 
現行と同じ 
 
◎お申込は不要 

 

 

 

現行と同じ 
 
 
 
 
◎お申込は不要 

取引情報照会 
➢入出金取引明細 
➢振込入金通知 
➢残高通知（預金） 

 
資金移動 
➢預金口座振替 
(処理結果明細) 

明細取得 
可能期間 

― （特に制限なし） 

入出金取引明細 
振込入金通知 
残高通知（預金） 
口座振替処理結果 

31 日間 
31 日間 
31 日間 
62 日間 

入出金取引明細 
振込入金通知 
残高通知（預金） 
口座振替処理結果 

31 日間 
31 日間 
31 日間 
31 日間 

◎明細発生日(口座振替結果明細は振替日の翌営業日)からの歴日算出 

取引情報照会 
➢入出金取引明細 
➢振込入金通知 
➢残高通知（預金） 

ヘッダレコードの 
項番 3_ 
「コード区分」 

一律で「1」（EBCDIC）をセット 
 
【残高通知（預金）をご契約のお客さまへ】 
実際のご利用が長らくありませんので、原則
解約をご検討ください。 
 
◎ファイルはお申込によってご指定の文字 

コード(JIS または EBCDIC)で作成 

【入出金取引明細、振込入金通知】 
お申込によってご指定の文字コード区分を全銀協標準フォーマット通りにセット 
「0」（JIS） 
「1」（EBCDIC） 
 
【残高通知（預金）】 
現行と同じ 
 
◎ファイルはお申込によってご指定の文字コード(JIS または EBCDIC)で作成 

取引情報照会 
➢入出金取引明細 

ヘッダレコードの 
項番 16_ 
「通帳・証書区分」 

【普通預金、当座預金】 
「1」(通帳)をセット 
 
【上記以外】 
スペース 

【普通預金、当座預金】 
「1」(通帳)をセット 
 
【上記以外】 
「0」 をセット 

データレコード (通
知預金・定期預金
の場合)の項番 17 
「期間(1)」 

【出金取引時】 

預入日から満期日（通知預金は勘定日）まで

の期間 

「000」+「XXXX」(日数4桁)をセット 
 
【上記以外】 
スペース(7 桁) 

【出金取引時】 

現行と同じ 

 
 
 
【上記以外】 
「0000000」固定値をセット 
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対象となる 
サービスメニュー 

差異項目 

現行 代替の新サービス 

データ伝送サービス データ伝送サービス 
(AnserDATAPORT) 

データ伝送サービス 
(全銀 VALUX) 

取引情報照会 
➢入出金取引明細 

 
データレコード (通
知預金・定期預金
の場合)の項番 30 
「期間(2)」 
 

スペース(5 桁) 「00000」固定値をセット 

 
明細データの 
作成タイミング 

お申込によってご指定された「照会方法」、
「都度のデータ作成時刻」に応じて、一定時
間毎に明細データのファイルを作成 
 
【照会方法が「都度」の場合】 
指定時刻のおよそ 30 分前までの明細が照会
可能 
 
【照会方法が「翌日一括」の場合】 
前営業日分までの明細が当日照会可能 

明細データを取引発生の都度更新し、お客さまのサービス起動時にファイルを作成 
 

◎「都度のデータ作成時刻」についてお申込不要 
 
【照会方法が「都度」の場合】 
リアルタイムの明細が照会可能 
 
【照会方法が「翌日一括」の場合】 
現行と同じ 

 
 
取引情報照会 
➢入出金取引明細 
➢振込入金通知 

明細データの 
レコード編集 

お申込内容等に応じて編集 

 
ヘッダ・トレーラレコードの作成単位および未照会明細を再編成する明細範囲が選択可
能 
 
➢ ヘッダ・トレーラレコードの作成単位 

 「口座別」 
口座単位でヘッダレコードとトレーラレコードを作成 
 

 「日付別かつ口座別」 
口座＋日付の単位でヘッダレコードとトレーラレコードを作成 

 
➢ 未照会明細を再編成する明細範囲 

 「当日分も含める」 
未照会明細を１ファイルにまとめ、サイクル 01 として作成。 
エンドレコードは最後尾にのみ作成 

 
 「当日分は含めず前日分まで」 

前日分までの未照会明細を 1 ファイルにまとめ、サイクル 01 として作成し、当日
分の未照会明細をサイクル 02 として作成 
エンドレコードは最後尾にのみ作成 

 
 
 



 

23 

 

対象となる 
サービスメニュー 

差異項目 

現行 代替の新サービス 

データ伝送サービス データ伝送サービス 
(AnserDATAPORT) 

データ伝送サービス 
(全銀 VALUX) 
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対象となる 
サービスメニュー 

差異項目 

現行 代替の新サービス 

データ伝送サービス データ伝送サービス 
(AnserDATAPORT) 

データ伝送サービス 
(全銀 VALUX) 

資金移動 
➢預金口座振替 
 （処理結果明細） 

明細データの 
レコード編集 

当初契約時の取り決めに応じて編集 
 
◎当初契約時の取り決め内容がご不明な場

合はお取引店にお問い合わせください。 

未取得の処理結果明細がある状態で、あらたな処理結
果明細が発生した場合、明細を１ファイルにまとめ、サイ
クル 01 として作成 
 
エンドレコードは最後尾にのみ作成 
 
 
 
 
 
 

 
 

現行と同じ 

資金移動 
➢総合振込 
➢給与(賞与)振込 
➢預金口座振替 

データ照合 FAX によるデータ照合 

【AnserDATAPORT のデータ照合機能を利用する場合】 
データ伝送によるデータ照合 
 
◎FAX の送信は不要 
 
【AnserDATAPORT のデータ照合機能を利用しない場合】 
FAX によるデータ照合 
 
◎AnserDATAPORT のデータ照合機能の詳細につきま

しては、本書面 8 ページの「※４照合データ機能のご
利用を希望されるお客さまへのご案内」をご参照くだ
さい。 

現行と同じ 
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【付録】 AnserDATAPORT 対応データレイアウト 
 
『AnserDATAPORT データ照合依頼（取消依頼）レイアウト』 

 
照合データ機能をご利用されるお客さまは下記のレイアウトに沿ったデータ照合依頼(取消依頼)を作成し、依頼データの送
信後に AnserDATAPORT へ送信し、照合をおこなってください。照合が完了すると当社へデータが送信されます。 
ヘッダレコード項番６「取消実施区分」に｢1｣をセットすると、データ照合依頼送信前であれば依頼データの取消が可能です。 
データ照合依頼を送信完了した後の取消依頼はできません。万が一照合後に相違などが判明した場合は、組み戻し等のお
手続きが必要となりますので、速やかにお取引店へご相談ください。 
 

ヘッダレコード 

項番 項目 形式/桁数※ バイト長 内容 

1 データ区分 N(1) 1 レコードの種類を表す。「1」：ヘッダレコード 

2 種別コード N(2) 2 
預金口座振替：９１ 総合振込：２１ 

給与振込：民間１１ 賞与振込：民間１２ 

3 伝送日 N(8) 8 依頼データ伝送日を表す。YYYYMMDD（年-月-日） 

4 伝送サイクルコード N(2) 2 依頼データ伝送時のサイクルコードを表す。右詰め残り前「0」 

5 照合識別コード C(6) 6 照合者が正当であるかどうかを確認するためのコードを表す。 

6 取消実施区分 C(1) 1 
取消実施有無を設定する。 

「スペース」：照合実施 「1」：取消実施 

7 ダミー C(100) 100 ダミーエリア（初期値） 

データレコード 

項番 
 

項目 形式/桁数※ バイト長 内容 

1 データ区分 N(1) 1 レコードの種類を表す。「2」：データレコード 

2 
引落日・取組日 

振込指定日 
N(4) 4 

依頼データの引落日・取組日・振込指定日を表す。 

MMDD（月-日） 

3 

委託者コード 

会社コード 

振込依頼人コード 

N(10) 10 
銀行が定めた委託者、振込依頼人、会社コードを表す。 

右詰め残り前「0」 

4 合計件数 N(6) 6 依頼データの合計件数を表す。右詰め残り前「0」 

5 合計金額 N(12) 12 依頼データの合計金額を表す。右詰め残り前「0」 

6 ダミー C(87) 87 ダミーエリア（初期値） 

トレーラレコード  

項番 項目 形式/桁数※ バイト長 内容 

1 データ区分 N(1) 1 レコードの種類を表す。「8」：トレーラレコード 

2 ダミー C(119) 119 ダミーエリア（初期値） 

エンドレコード 

項番 項目 形式/桁数※ バイト長 内容 

1 データ区分 N(1) 1 レコードの種類を表す。「9」：エンドレコード 

2 ダミー C(119) 119 ダミーエリア（初期値） 

 
※形式/桁数の記号「N」は数値項目、「C」は文字項目を表します。 
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『AnserDATAPORT 受付データ照会レイアウト』 
 
データ照合依頼の照合状況（照合済であるか、未照合であるか等）を確認するために、受付データ照会を取得可能です。 
取得されたデータは下記のレイアウトに沿って作成されます。 
未照合の状態のまま、照合期限が到来することを未然に防ぐためにご活用ください。 
 

ヘッダレコード 

項番 項目 形式/桁数※ バイト長 内容 

1 データ区分 N(1) 1 レコードの種類を表す。「1」：ヘッダレコード 

2 金融機関コード N(4) 4 金融機関コードを表す。 

3 加入者コード C(14) 14 加入者コードを表す。 

4 

ファイル名 C(12) 12 

預金口座振替（依頼明細）「502001910000」 

総合振込「502001210000」 

給与振込（民間）「502001110000」 

賞与振込（民間）「502001120000」 

5 依頼データ 

伝送日時 
N(12) 12 

照会対象の依頼データの伝送日時を表す。 

YYYYMMDDHHMM（年-月-日-時-分） 

6 依頼データ伝送 

サイクルコード 
N(2) 2 照会対象の依頼データの伝送サイクルコードを表す。 

7 
照会日時 N(12) 12 

受付状況の照会日時を表す。 

YYYYMMDDHHMM（年-月-日-時-分） 

8 照会回数 N(2) 2 照会日付単位に照会回数を表す。 

9 当方センター 

確認コード 
C(14) 14 本システムのセンター確認コードを表す。 

10 相手センター 

確認コード 
C(14) 14 加入者センターのセンター確認コードを表す。 

11 

受付状態 C(1) 1 

照会対象の依頼データの受付状態を表す。 

「0」（未照合） 

「1」（照合済） 

「2」（照合不要） 

「3」（取消済） 

「9」（照合時限切れ） 

※依頼データの伝送サイクルコード単位の情報 

※加入者契約情報の照合データの利用可否を変更（「利用しない」

から「利用する」、または「利用する」から「利用しない」）した場合は、

変更前に集信した依頼データの受付状態が設定される。 

12 

照合時限日時 N(12) 12 

・受付状態が「0」（未照合）または「9」（照合時限切れ）の場合、当該伝送サイクルコー

ドにおける依頼データの照合時限日時を表す。 

 YYYYMMDDHHMM（年-月-日-時-分） 

・受付状態が「1」（照合済）の場合、照合日時を表す。 

 YYYYMMDDHHMM（年-月-日-時-分） 

・受付状態が「3」（取消済）の場合、取消日時を表す。 

 YYYYMMDDHHMM（年-月-日-時-分） 

※依頼データの伝送サイクルコード単位の情報 

※受付状態が「0」（未照合）または「9」（照合時限切れ）の場合、サブファイル内で最

も早い照合期限を表示する。 

※受付状態が「2」（照合不要）の場合は、オール 0 を設定する。 

13 ダミー C(20) 20 ダミーエリア（初期値） 
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※形式/桁数の記号「N」は数値項目、「C」は文字項目を表します。 
 

データレコード 

項番 項目 形式/桁数※ バイト長 内容 

1 データ区分 N(1) 1 レコードの種類を表す。「2」：データレコード 

2 サブファイル通番 N(5) 5 照会対象の依頼データのサブファイル通番を表す。 

3 
委託者コード 

振込依頼人コード 
会社コード 

C(12) 12 
委託者コード（10 桁）、振込依頼人コード（10 桁）、会社コード（10 桁）のいずれか  
＋スペース（2 桁） 

4 引落指定日 
取組日 
振込指定日 

N(4) 4 
照会対象の依頼データに設定されている引落指定日、取組日、振込指定日を表す。 

MMDD（月-日） 

5 合計件数 N(6) 6 照会対象の依頼データに設定されている合計件数を表す。 

6 合計金額 N(12) 12 照会対象の依頼データに設定されている合計金額を表す。 

7 

受付状態 C(1) 1 

照会対象の依頼データの受付状態を表す。 

・照合を行う加入者センターの場合 
 「0」（未照合） 
 「1」（照合済） 

 「3」（取消済） 
 「9」（照合時限切れ） 
・照合を行わない加入者センターの場合 「2」（照合不要） 

※依頼データのサブファイル単位の情報 
※加入者契約情報の照合データの利用可否を変更（「利用しない」から「利用する」、
または「利用する」から「利用しない」）した場合は、変更前に集信した依頼データの受

付状態が設定される。 

8 

照合時限日時 N(12) 12 

・直近のヘッダレコードの受付状態が「0」（未照合）または「9」 
（照合時限切れ）の場合、サブファイル単位の照合時限日時を表す。 
・受付状態が「1」（照合済）の場合、照合日時を表す。 

・受付状態が「3」（取消済）の場合、取消日時を表す。 
 YYYYMMDDHHMM（年-月-日-時-分） 
※同一伝送サイクルコードにおけるサブファイル単位の情報 

※受付状態が「2」（照合不要）の場合は、オール 0 を設定する。 

9 ダミー C(67) 67 ダミーエリア（初期値） 

トレーラレコード 

項番 項目 形式/桁数※ バイト長 内容 

1 データ区分 N(1) 1 レコードの種類を表す。「8」：トレーラレコード 

2 データレコード 

件数 
N(5) 5 データレコードの件数を表す。 

3 ダミー C(114) 114 ダミーエリア（初期値） 

エンドレコード 

項番 項目 形式/桁数※ バイト長 内容 

1 データ区分 N(1) 1 レコードの種類を表す。「9」：エンドレコード 

2 ダミー 
C(119) 119 ダミーエリア（初期値） 


